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１ 本校の教育方針 
 

 

 ○ 校 訓 「 まなび愛 みとめ愛 たかめ愛 」 

         お互いに学びあい、みとめあい、みんなでたかめあっていきながら、命を愛おしみ、

人との関わりの中での愛を大切に、社会に自立していく力を育てていくよう努めます。 

 

 

 ○ 高等部 教育目標 

 

       ・ひととつながる力を養う 

      ・すてきな生活を営む力を高める 

      ・自信を持って働く力を育てる 

 

 

 ○ 高等部 指導の重点 

 

   ①つながりを広げる力 

     他校、高等支援学校、地域の人たちとの交流を通して「地域の中で生きていく」力を

養います。 

      地域の一員としての意識を高めます。地域の活動やボランティア活動、交流および共同学習 

を通して、障がいのある子どもたちと障がいのない子どもたち、あるいは、地域社会の人たち

とが、ふれ合い、共に活動する機会を設けることが大切だと考えます。 

 

②自ら考え行動する力 

     自ら考える力、選択・決定する力、それらを行動に移していく力を養います。 

そのためには生徒一人ひとりが、自分自身に固有な選択の基準や判断の基準をもっていなけ 

ればなりません。体験的な活動を重視して、それらの力を育てることが大切だと考えます。 

 

   ③生活を豊かにする力 

・実際的な学習を通して、日常生活に必要な知識、技能を高めます。 

・充実した余暇を過ごせる力を養います。 

小学部、中学部から積み重ねた、生活を明るく豊かにする知識や技能、態度をさらに育てま

す。公共施設・公共物の利用方法や福祉サービスの利用方法、コンピューター等の情報機器を

利用した情報の収集などについても、段階に応じて取り組みます。 

 

   ④未来を切り拓く力 

      ・責任感と協力する力を育て、社会の一員として働いていく力を養います。 

       ・働く喜びや、やりがいを感じ、就労に対する意欲を育てます。 

製作や生産にかかわる作業や実習などの活動を通じ、成就感や達成感を得て、働くことへの   

自信につなげます。また、自分の役割を理解し、仲間と協力する、仕事を最後までやり遂げる、

夢の実現に向けてチャレンジし続ける、などの力を育てます。 



 

 

２ 高等部 主な教育活動 

 

 

学習活動 各教科、科目等の指導の重点 

基 礎 
社会に向けて、ことば・かずを中心とした学習能力を伸ばし、生きる力を段階

的に身につける。 

家庭生活 明るく豊かな家庭生活を営む上に必要な能力を高め、実践的な態度を育てる。 

音 楽 歌唱・楽器・鑑賞・リズム運動を通し、表現力を高め、豊かな情操を養う。 

美 術 
素材や題材にあわせて、自分の表現方法を探し出す力を養う。作品の表現を楽

しみ鑑賞する力を養う。 

体 育 
個々の運動能力を高め、健康の増進と体力の向上を図り、集団で行動する力を

養う。 

トレーニング 
１年生では体の各部の筋力、２年生では持久力（サーキットトレーニング等）

３年生では調整力（縄跳び等）を養うことを中心に基礎体力の向上をはかる。 

職業Ⅰ・Ⅱ 

（園芸・縫製・

紙すき/介護・

生産） 

職業Ⅲ（作業） 

「園芸」は野菜作り･花壇の手入れ、「縫製」は結び織り・刺しゅう・動力ミシ

ン「紙すき」はリサイクルの牛乳パックで押し花入りの名刺や小物を作製、 

「介護」は基礎的な学習や福祉施設職員など外部講師による講習、「生産」は外

注で軍手の検品・梱包・リサイクルのための分別など、を行っている。いずれも

物を作り出す喜びを体験する、身体諸機能・認識力を高める、働く態度を身に付

ける等をねらいとして取り組んでいる。特にⅠは職業コースで、卒業後、企業就

労へとつなぐ力を身につけることをめざしている。 

総 合 
生徒の興味や関心に基づき、個々の生徒の創意や工夫を引き出し、主体的に行

動する力を育てる。自ら学び考える力を育てる。 

自立活動 

課題プログラムに取り組む中で、自己コントロールの能力の獲得および他者と

のやりとり関係を築く。更衣やトイレ指導、日記指導、食事のマナー指導などを

通じた場に応じたコミュニケーション能力形成などに取り組む。 

集 会 

全学年の交流を深め、生徒の主体的な活動の場として、積極的に集団行動に参

加する態度を養う。歌やゲームの親睦活動、クラブ活動の発表や生徒会からの報

告も行っている。 

交 流 
学年、高等部、他学部との児童・生徒同士の関わりを深め、生徒の自主性を尊

重し、ひとつの学校としての一体感を高める。 

H R 
毎朝の連絡帳による家庭と学校との連絡の確認、健康観察、1 日の予定連絡や

更衣・トイレ指導など。日記等によるコミュニケーション力を高める。 

 

＊クラブ活動 

   生徒の自主的な活動を基本として、毎週月・木の放課後 15 時 50 分までの約 50

分間。 

サッカー・陸上・バスケットボール・タキュミントン（卓球とバドミントン）・パソコン・

ダンス・美家研(びかけん 美術・家庭・実験)・軽音部のうち一定の希望者数を満たしたクラ

ブが活動。対象生徒は、自主通学の生徒全員と通学バス生徒のうちの希望者（保護者

の迎えが必要）。活動内容によっては部費を徴収するクラブもあります。 
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  14:30 更衣・排泄指導・SHR（自立活動） 

 

15:10 

16:00 
クラブ活動 
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３ 高等部 年間の主な行事（予定） 

 

４月  入学式  始業式  家庭訪問 

     ５月  授業参観 

     ６月  運動会  校内実習（高等部１年） 現場実習（高等部２・３年） 

     ７月  プール学習   期末懇談会  終業式 

     ９月  始業式  宿泊学習（高等部 1 年）  修学旅行（高等部 3 年） 

   １０月  現場実習（高等部全学年） 

   １１月  徒歩学習  学習発表会 

   １２月  期末懇談会  終業式 

     １月  始業式  作品展  授業参観 

     ２月  マラソン大会 

     ３月  ３年生を送る会  卒業式  期末懇談会  修了式 

 

   ＊ 校外学習・徒歩学習などは学年別に随時実施 
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